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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
紡糸ヘッドの紡糸ノズル孔から熱可塑性の合成樹脂から成る合成樹脂フィラメントが流出
する前記の紡糸ヘッドを有し、且つ、載置スクリーンベルト上に合成樹脂フィラメントが
載置されてスパンボンデット不織布に成形されるエンドレスに回転する前記の載置スクリ
ーンベルトを有し、その際、合成樹脂フィラメントの載置領域において載置スクリーンベ
ルトの送り側の下に空気吸込み装置の長方形の断面を有する吸込み流路入口が設けられ、
且つこの吸込み流路入口がほぼ載置スクリーンベルトの幅に相当する長さを有する、合成
樹脂フィラメントから成る、スパンボンデット不織布の製造装置において、
吸込み流路入口（５）の両方の長手方向縁部（７）にそれぞれ、吸込み流路入口（５）の
全長さ（Ｌ）にわたって延在し、載置スクリーンベルト（２）の送り側（４）方向に整向
され、且つ所属している長手方向縁部（７）を中心にして旋回可能な、案内フラップ（８
）がヒンジで止められていることを特徴とするスパンボンデット不織布の製造装置。
【請求項２】
両方の案内フラップ（８）は、相互に無関係に調節可能であることを特徴とする請求項１
に記載の装置。
【請求項３】
両方の案内フラップ（８）の少なくとも一つは、無孔の金属薄板から成ることを特徴とす
る請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
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両方の案内フラップ（８）の少なくとも一つは、穿孔された金属薄板から成ることを特徴
とする請求項１から３のいずれか一つに記載の装置。
【請求項５】
案内フラップ（８）の自由な上部の長手方向縁部は、載置された円形プロフィル体（９）
を有することを特徴とする請求項１から４のいずれか一つに記載の装置。
【請求項６】
案内フラップ（８）に操作ユニット（１０）が設けられていることを特徴とする請求項１
から５のいずれか一つに記載の装置。
【請求項７】
空気吸込み装置（６）は、調節可能な吸込み送風機を有することを特徴とする請求項１か
ら６のいずれか一つに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、紡糸ヘッドの紡糸ノズル孔から熱可塑性の合成樹脂から成る合成樹脂フィラメ
ントが流出する前記の紡糸ヘッドを有し、且つ、載置スクリーンベルト上に合成樹脂フィ
ラメントが載置されてスパンボンデット不織布に成形されるエンドレスに回転する前記の
載置スクリーンベルトを有し、その際、合成樹脂フィラメントの載置領域において載置ス
クリーンベルトの送り側の下に空気吸込み装置の長方形の断面を有する吸込み流路入口が
設けられ、且つこの吸込み流路入口がほぼ載置スクリーンベルトの幅に相当する長さを有
する、合成樹脂フィラメントから成る、スパンボンデット不織布の製造装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
上記の様式（ドイツ連邦共和国特許第４３　１２　４１９号明細書を参照）の公知の設備
において、一般的に合成樹脂フィラメントの載置領域における流動挙動あるいは圧力挙動
は、ただ空気吸込み装置の吸込み送風機の調節を変更することのみによって調整すること
ができるにすぎなかった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、本発明の根底をなす課題は、どのようにしてボンデッドの製造の際の調整をより
容易にする目的で、比較的に簡単な構造上の手段によって合成樹脂フィラメントの載置領
域における流動挙動および圧力挙動のより広い多様性を達成することができるかを提示す
ることである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この課題は本発明により、吸込み流路入口の両方の長手方向縁部にそれぞれ、吸込み流路
入口の全長さにわたって延在し、載置スクリーンベルトの送り側方向に整向され、且つ所
属している長手方向縁部を中心にして旋回可能な、案内フラップがヒンジで止められてい
ることで解決される。
【０００５】
その際に本発明は、合成樹脂フィラメントの載置領域における流動挙動および圧力挙動の
多様性を増大しようとしている努力が、吸込み流路入口の形状を可変に形成することによ
って達成されるという考えを基礎としている。上記のことは、最も簡単な手段としては、
旋回可能な案内フラップを設けることによって、吸込み流路入口の大きさおよび長さを広
い範囲において変更されることで可能となる。
【０００６】
本発明の有利な実施の形態に従って、両方の案内フラップは、相互に無関係に調節可能で
ある。これらの案内フラップ自体は、無孔のあるいは有利には穿孔された金属薄板から成
り、即ち、一方の長手方向縁部の無孔の金属薄板の、他方の長手方向縁部の穿孔された金
属薄板との組合せは、同様に可能である。穿孔された金属薄板を使用することによって、
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すなわち更なる調整パラメータを得られ、すなわち所定の二次吸気流が得られ、この二次
吸気流の方向と大きさは主気流の場合におけると同様に、案内フラップの状態によって変
更できる。望ましくない気流の回避のために、案内フラップの自由な上部の長手方向縁部
は、載置された円形プロフィル体を有している。有利には、案内フラップに操作ユニット
が設けられている。言うまでもなくその他に、空気吸込み装置内に調節可能な吸込み送風
機を使用することが望ましい。
【０００７】
【発明の実施の形態】
次に、実施例を図示する図を基にして本発明を詳しく解説する。図に示された装置は、合
成樹脂フィラメントKから成るスパンボンデット不織布Sの製造に用いられる。先ず、紡糸
ヘッド１が設けられており、この紡糸ヘッド１の紡糸ノズル孔から熱可塑性の合成樹脂か
ら成る合成樹脂フィラメントKが流出する。この紡糸ヘッド１の下に間隔を置いて、エン
ドレスに回転する載置スクリーンベルト２が設けられており、この載置スクリーンベルト
上に合成樹脂フィラメントKが載置されてスパンボンデット不織布Sに成形される。合成樹
脂フィラメントKの載置領域３において、載置スクリーンベルト２の送り側４の下に空気
吸込み装置６の吸込み流路入口５が設けられている。この吸込み流路入口５は、長方形の
断面を有し、且つほぼ載置スクリーンベルト２の幅Bに相当する長さＬを持っている。
【０００８】
特に図２から明瞭であるように、吸込み流路入口５の両方の長手方向縁部７にそれぞれ、
案内フラップ８がヒンジで止められており、この案内フラップが吸込み流路入口５の全長
さにわたって延在し、載置スクリーンベルト２の送り側４方向に整向され、且つ所属して
いる長手方向縁部７を中心にして旋回可能に形成されている。両方の案内フラップ８は、
相互に無関係に調節可能である。実施例において、両方の案内フラップ８は、穿孔された
金属薄板から成る。その他に、案内フラップの自由な上部の長手方向縁部は、載置された
円形プロフィル体９を有している。その他の点では、案内フラップ８に操作ユニット１０
が設けられていることが認識され、これら操作ユニットが案内フラップ８の移動、および
これら案内フラップの保持を所定の状態において可能にする。空気吸込み装置６に調節可
能な吸込み送風機が設けられていることは、詳しくは図示されていない。
【０００９】
図２から、どのようにして案内フラップ８の移動によって、吸込み流路入口５の開口部の
大きさと長さが相対的に紡糸ヘッド１に対して変更できるかを読取ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】合成樹脂フィラメントから成るスパンボンデット不織布の製造装置の概略図であ
る。
【図２】図１に従う装置の空気吸込み装置の一部分を斜視した概略図である。
【符号の説明】
１　　紡糸ヘッド
２　　エンドレスに回転する載置スクリーンベルト
３　　載置領域
４　　送り側
５　　吸込み流路入口
６　　空気吸込み装置
７　　長手方向縁部
８　　案内フラップ
９　　載置された円形プロフィル体
１０　操作ユニット
B　　幅
K　　合成樹脂フィラメント
Ｌ　　長さ
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